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2018年 11月 16日 

 

ＧＫＰ北海道 下水道講演会 報告書 

 

GKP北海道       

開催日時：平成 30年 11月 9日（金） 15:00～17:30 

会場：オーク札幌ビル（地下 1階会議室） 

参加人数：GKP北海道会員 37名（うち新規 3名）、自治体関係者 3名、報道関係者 2名 

     （計 42名）、（情報交換会 39名） 

内容 

司会進行 坂田 幹事長 

・開会挨拶 高橋 会長 

・講演会 

（1） 第一部「フランスにおける財政制度と PPP等について」 

第二部「BISTRO下水道」              （15：40～16：20） 

    公益財団法人 日本下水道新技術機構技術研究所 所長 加藤 裕之 様 

（2）「じゅんかん育ち下水道の取り組みについて」       （16：30～17：10） 

岩見沢市汚泥利用組合 組合長 峯 淳一 様 

 ・閉会挨拶 川上 副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GKP北海道 坂田幹事長 挨拶 GKP北海道 高橋会長 挨拶 

講演会（1）加藤 様  講演会（2）峯 様  
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【講演会概要】 

（1） ①第一部「フランスにおける財政制度と PPP等について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 概要：・環境連帯移行省が管轄する水管理庁を中心に、流域レベル、地方自治体レベル

で様々なプレーヤーが下水道事業に携わっている。 

・水処理費用は、水利用者から徴収される使用料で賄われるとともに、水管理庁

が水利用者に付加する目的税（ルドヴァンス：使用料の 1/3～1/4）を原資とし

た水環境保全を目的とする補助制度が確立している（下水道への補助が大半：

新設・改築及び技術開発）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・フランスの DSP（公共サービスの民間委託）は、労働保障、官をサポートする

コンサルタント、及び KPI（Key Performance Indicator）による評価により

支えられており、同時に官側の組織の堅持も図られている。 

・下水道事業における DSPの普及状況は全体の約 23％程度であり、その多くは

アフェルマージュ（初期投資や大規模な建設投資を含まず、主に利用者からの

料金収入で経費回収する）。 
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② 第二部「BISTRO下水道」 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要：・下水道が食に貢献できる大きなポテンシャルを有していることに着目し、平成

25年に「BISTRO下水道推進戦略チーム」が立ち上がった。 

・佐賀市は「イノベーション普及理論」によりこれまで数々の賞を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域循環の最大の課題は、下水が持つ力をいかにして「食」につなげるかであ

る。 

・課題解決のカギは、農家の方々の高い環境意識と努力。 
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（2）「じゅんかん育ち下水道の取り組みについて」 

 概要：岩見沢地区汚泥利用組合は、市と連携し、下水道汚泥を利用した堆肥の生産に取

り組んでいる。組合員自らが収量と品質を向上させるための研究を行い、下水汚

泥肥料の利用方法を仲間に普及し、利用者を増やしている。これからも「じゅん

かん育ち」を通じ、資源循環の必要性をＰＲし続けていきたい。 

 

 

 

（当日、峯様より参加者に配布頂いた「じゅんかん育ち」のお米です。） 
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以上 

講演会の様子 GKP北海道 川上副会長 挨拶 

集合写真（手前は峯さんからいただいた「じゅんかん育ち」のお米） 


